
経済学演習α(馬場義久) 通年
政政・経演・国演

馬場　義久

科　目　名 学期 配当年次・単位整理番号 担当教員

３年以上：４単位２２３

　ゼミナールの共通テーマとしては、現行日本の財政システムに関する研究を行う。たとえ
ば、税制の問題点と改革の方向、財政赤字分析、年金・医療・福祉など社会保障のあり方、
地方分権制度の構築などが課題として挙げられる。６月末まで財政学のテキストを皆で輪読
し、その後、３ないし４のグループに分かれ研究を進めグループ論文を作成する。ゼミナー
ルであるので、独習だけでなく自由闊達な討論を通じてお互いに良い刺激を与えながら、こ
れらの研究をすすめたい。ゼミ活動を通じて、自分なりに財政問題を考えるセンスを身に付
けてもらいたいと思っている。

第１回：イントロダクション　ゼミ活動の年間予定確認

第２回－第７回：教科書第10章「社会保障を考える」を輪読予定

第８回－第13回：教科書第７章「地方税を徴収される」を輪読予定

第14回：グループ研究第１班および第２班の研究報告

第15回：グループ研究第３班および第４班の研究報告

第16回：グループ論文の書き方の指導および日程の打ち合わせ

第17回－第29回：グループ研究の報告（各回１グループずつ）

第30回：グループ論文の執筆上の再確認

　横山・馬場・堀場『現代財政学』有斐閣　2009。

　ゼミナールの開始時に参考文献リストを配布するほか、授業中に適宜紹介する。

（Ⅰ）ゼミ活動に前向きな諸君を特に歓迎したい。

（Ⅱ）財政学を現在履修中か、３年次春学期に履修することを求める。

　なし。

わが国の財政システムに関する研究

経済学科
2012

　解明すべき財政問題を発見し、それに関する重要文献を理解し、自らの主張をまとめる能

力を養成する。
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